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90Ｓ・ＳＳうりん坊工法 

さや管(鋼管)推進工 

１. うりん坊工法積算基準（90Ｓ・90ＳＳ用） 

 

 １－１ うりん坊工法積算概要 

1) 鋼製さや管推進方式、推進 1 工程工法。 

2) 塩ビ管直押推進 1工程工法。 

3) 塩ビ管直押推進 2工程工法。 

4) 開削溝（900 ㎜）から簡単施工。 

5) 小型・軽量の上、高性能。 

 

 １－２ 積 算 条 件 

  1－2－1 さや管推進 

1) 本積算うりん坊工法は鋼管（接続はネジ方式）を推進する場合に適用する。 

  （両開先施盤加工差込鋼管として溶接する方法もあります。） 

2) 発進立坑は開削幅900㎜（仮設材の内寸）長さ1,200㎜（UB－90S機械長805㎜）以上で呼び径100Ａ～400

Ａ鋼管管長は「有効長0.45ｍ」を標準とする。[400ＡはUB－90SSにて施工可] 

3) 取付管の推進延長は最大 10ｍ、本管の場合は 7ｍまで(1-6 土質、口径別による最大推進延長表を参

照)。 

4) 発進立坑は開削溝（900 ㎜）を基本とするが、円形立坑の場合はφ1,200 ㎜以上。 

  （機械設置にあたり地盤の支持力度があること、ない場合は捨コンクリートなどの打設が必要） 

5) 施工箇所が 1 スパンのみで 5ｍ未満の場合は、1-5 日進量は適用外とする。 

  （例：延長 3ｍの場合は日進量 3ｍ、延長 2ｍの場合は日進量 2ｍとする。） 

6) 機械及び機器損料は建設機械等損料算定表を参考に算出。 

7) 1 日の機械運転時間は 6.7 時間を標準とし昼間作業（8.0 時間）とする。 

8) 金額の単位は円とする。 

9) 本積算資料には、消費税は含まない。 

 

1－2－2 塩ビ管直押推進 

1) 本積算うりん坊工法は塩ビ管（スパイラル継手直管）を推進する場合に適用する。 

2) 塩ビ管推進一工程の場合は取付管のみ適用する。（本管の場合は二工程工法とする） 

3) 呼び径 150・200 管長は「有効長 0.40ｍ、オプション 0.5ｍ」を標準とする。（呼び径φ100 可） 

4) 推進延長は一工程の場合最大 5ｍ、二工程施工の場合最大 20ｍ。 

5) 発進立坑塩ビ管一工程の場合は開削溝（900㎜）を基本とするが、円形立坑の場合は1,200㎜以上。

二工程の場合の発進立坑はライナーφ1500・鋼製ケーシング1390以上。矩形1300×1200以上とする。 

  （機械設置にあたり地盤支持力度があること、ない場合は捨コンクリートなどの打設が必要） 

6) パイロット管の有効長は 0.4ｍを標準とする。 

7) 施工箇所が 1 スパンのみで 5ｍ未満の場合は、P-19 表-2、P-22 表-3 標準日進量は適用外とする。 

  （例：延長 3ｍの場合は日進量 3ｍ、延長 2ｍの場合は日進量 2ｍとする。） 

8) 機械及び機器損料は建設機械等損料算定表を参考に算出。 

9) 1 日の機械運転時間は 6.7 時間を標準とし昼間作業（8.0 時間）とする。 

10) 本積算資料の金額の単位は円とし、消費税は含まないものとする。 
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90Ｓ・ＳＳうりん坊工法 

さや管(鋼管)推進工 

  １－３ 土質の種類 

1－3－1 施工可能土質 

 うりん坊工法では、鋼管の先頭にメタルクラウン（超硬質チップ及びコンポジット付）を取付推進す

る。施工可能土質は下記の表により種別する。 

 

土    質 範      囲 

粘性土・砂質土（Ａ） ０＜Ｎ≦10 礫含有率 5％未満 

粘性土・砂質土（Ｂ） 10＜Ｎ≦20 礫含有率 10％未満 

砂 質 土（Ｃ） 20＜Ｎ≦40 礫含有率 10％未満 

礫 質 土（Ｄ） 礫含有率 30％未満 粗石含む 管内径の 1/2 未満 

礫 質 土（Ｅ） 礫含有率 50％未満 粗石含む 管内径の 1/2 未満 

礫 ・ 砂 質 土（Ｆ） 礫含有率 65％未満 粗石含む 管内径の 1/2 未満 

注 上記以外の土質で障害物も可能。 

1. 障害物とは、Ｐ－3 1-5 日進量②の項目及び表を参照下さい。 

2. 粗石含有率は 10％未満とする。 

3. 粗石などの一軸圧縮強度 30MN／㎡未満。 

 

   1－3－2 透水係数による施工の可否 

Ｋ＝１×10-3㎝／sec 以下でなお且つ自立する地盤。 

  １×10-3㎝／sec 以上の場合補助工法より施工出来うる地盤。 

 

１×10-3以上 １×10-3以下（１×10-4・１×10-5・１×10-6） 

補助工法施工により可 施 工 可 

 

   1－3－3 土質分類（粒径区分と名称） 

 

粘 土 シルト 砂 礫 
粗 石 

（玉石） 

巨 石 

（転石） 
岩 盤 

（日本統一土質分類） 

 

  １－４ 施工手順（開削溝の場合） 

1) 計画線のマーキングを行なう。（前後 2 箇所） 

2) 推進設備工 

 ドライブ Assy にセンター合わせ治具を挿入し計画線マーキングに合わせ、うりん坊本体を発進坑

内へ降ろし、レベルジャッキにより高さを計画線のマーキングに合わせ機械を固定する。 

3) 鋼管セット 

 うりん坊本体に鋼管アダプタと鋼管を取り付する。 

4) 鋼管推進 

 鋼管を正回転させ推進します。また排土のために管内に注水をおこなう。 

 

5μｍ 75μｍ 2.0 ㎜ 75 ㎜ 300 ㎜ 2,000 ㎜ 
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90Ｓ・ＳＳうりん坊工法 

さや管(鋼管)推進工 

5) 後続鋼管接続および推進 

先行鋼管が押し切りになりましたら、鋼管アダプタに後続鋼管を取付け先行鋼管とネジ接続し、計画

延長まで繰り返し推進します。また排土のために管内に注水し、満水状態にて施工する。 

6) 鋼管到達 

先行鋼管が到達坑に到達した時点で推進を停止。 

7) 削進機械撤去工 

うりん坊本体を撤去し、坑内、管内を清掃し施工は完了。 

 

 

１－５ 日 進 量（さや管推進の場合） 

 日進量（推進延長 6ｍ未満）は下記表を適用します。 

                                   単位：ｍ  （1 日当り） 

土   質 
管 長 0.45ｍ 

100Ａ 150Ａ 200Ａ 250Ａ 300Ａ 350Ａ 400Ａ 

粘性土・砂質土（Ａ） 7.8 7.6 7.4 7.2 7.0 4.7 3.9 

粘性土・砂質土（Ｂ） 7.0 6.8 6.6 6.4 6.2 4.6 3.8 

砂 質 土（Ｃ） 5.6 5.3 5.0 4.7 4.3 3.8 3.7 

礫 質 土（Ｄ） 4.5 4.2 3.9 3.6 3.3 2.6 2.5 

礫 質 土（Ｅ） 3.5 3.0 2.5 2.1 1.7 1.4 1.2 

礫 ・ 砂 質 土（Ｆ） 2.5 2.0 1.5 1.3 1.0 0.8 0.7 

注 1. 推進延長 6ｍ以上の場合は上記日進量に 0.85 を乗じて補正する。 

2. 400Ａは UB-90SS により可能。 

 

①土質が互層の場合は次式より日進量を算出する。 

 

日進量 ＝ 

 

 

Ａ、Ｂ、Ｃ …… 各土質の割合 

ａ、ｂ、ｃ …… 各土質の日進量 

②木杭、ＰＣ杭、鋼矢板、ライナープレートなど障害物がある場合は日進量に下表の数値を乗じて 

補正する。 

 

 １箇所 ２箇所 

イ 0.85 0.80 

ロ 0.80 0.75 

ハ 0.75 0.65 

上記以外については協会にお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

１ 

Ａ   Ｂ   Ｃ 
＋   ＋    

ａ   ｂ   ｃ 

イ）木杭、ＰＣ杭は 100mm 迄、ライナー 

プレート、軽量鋼矢板 

ロ）木杭、PC 杭は 200mm 迄、鋼矢板Ⅱ型 

ハ）ＰＣ杭 300mm 迄 



－4－ 

90Ｓ・ＳＳうりん坊工法 

さや管(鋼管)推進工 

  １－６ 土質・口径別による最大推進延長 

（単位：ｍ） 

土   質 
さ や 管 径 90SS 

100Ａ 150Ａ 200Ａ 250Ａ 300Ａ 350Ａ 400Ａ 

粘性土・砂質土（Ａ） 10 10 10 10 10 ７ 7 

粘性土・砂質土（Ｂ） 10 10 10 10 10 ７ 7 

砂 質 土（Ｃ） 6 6 8 8 8 6 6 

礫 質 土（Ｄ） 5 5 7 7 7 5 5 

礫 質 土（Ｅ） ― ― 6 5 5 4 4 

礫 ・ 砂 質 土（Ｆ） ― ― 4 4 4 3 3 

注 １. 400Ａは削進機 UB-90SS により可能。 

２. 障害物 1 箇所の場合は延長に 0.85 を乗じて補正する（2箇所以上の場合は協会にお問い 

合わせ下さい。） 

 

１－７ 主用使用機材 

1) うりん坊削進機（UB－90S・90SS） ：さや管推進・塩ビ管直押推進 

2) 発動発電機（25kVA 以上） ：削進機、ポンプ等の運転用 

3) クレーン装置付トラック 4t 車（2t 吊） ：機械類運搬及び設置用 

4) グラウドポンプ（4kW） ：中込材注入用 

5) グラウトミキサ（6kW） ：中込材注入用 

6) 水 槽（1ｍ3） ：排土及び管内洗浄用 

7) 排水ポンプ（φ50×1.5kW） ：発進坑内の排水用 

8) 高圧洗浄用ポンプ（3.7kW） ：排土及び管内洗浄用 

 

  １－８ さや管数量の計算 

1 スパン推進延長Ｌ(m)当りの本数(a) 

ネジ切鋼管 1本の管長＝0.45ｍ 

※：a＝Ｌ／0.45（整数本） 

但し小数点第 1 位の数字が 6 以上の場合と 0 の場合は整数本＋１ 

計算例 4.5ｍ／0.45ｍ＝10.00＝10＋1＝11 本とする。 

4.6ｍ／0.45ｍ＝10.22＝11 本とする。 

4.8ｍ／0.45ｍ＝10.66＝11＋1＝12 本とする。 

 

  １－９ 挿入中込管（塩ビ）によるさや管径の決定 

 さや管径 ① 取付管の場合 塩ビ管（VU）呼び径＋100 ㎜（土質及び 5m 以上の場合は＋150 ㎜以上） 

      ② 本管の場合  塩ビ管（VU）呼び径＋150 ㎜以上 最大延長は 7ｍまで 

※推進用鋼管 1 本当りの施工精度を 3mm としスペーサーの取付可能寸法 20mm を考慮すること 

   計算例（施工精度による最大推進延長） 

      呼び径＋100mm の場合 …… 最大推進延長＝(100/2-20)/3×0.45＝4.5m 

呼び径＋150mm の場合 …… 最大推進延長＝(150/2-20)/3×0.45＝8.25m 

呼び径＋200mm の場合 …… 最大推進延長＝(200/2-20)/3×0.45＝12.00m 



－5－ 

90Ｓ・ＳＳうりん坊工法 

さや管(鋼管)推進工 

  １－１０ 工法選定基準 

1) さや管の場合、発進基地が開削溝の場合は取付管を標準とする。 

2) さや管で、本管に使用の発進基地は矩形1200以上を標準とし、最大延長7ｍまで(土質による) 

3) 塩ビ管直押の1工程方式は取付管のみで延長5ｍまで(土質による)、本管の場合は2工程方式で対応

する、最大延長20ｍ。また2工程方式の発進基地は矩形1300×1200以上と円形の場合はライナー 

1500・鋼製ケーシング1500以上とする。 

 

  １－１１ メタルクラウンの土質による選定と損料の関係 

種   類 土  質 損料の形態 形  状 摘  要 

メタルクラウンＵ （Ａ） 損料表 参考資料参照 P 参-8 

メタルクラウンＵＨ （Ｂ・Ｃ） 損料表 参考資料参照 P 参-8 

メタルクラウンＵＳ （Ｄ・Ｅ） 損料表 参考資料参照 P 参-8 

メタルクラウンＵＳＨ （Ｆ・Ｇ） 損料表 参考資料参照 P 参-8 

注. Ｇは障害物 

 

１－１２ 削進機仕様 

形   式 ＵＢ－９０Ｓ[ＵＢ－９０ＳＳ] 

最小発進立坑 
矩 形 さや管（900 ㎜×1200 ㎜以上）塩ビ二工程（1300×1200 以上） 

円 形 さや管（内 径 1200 ㎜以上）塩ビ二工程（ライナーφ1500 以上） 

施 工 管 種 ・ 管 径 
ネジ切鋼管   MAX 350A [400A] 

塩 ビ 管    φ150～200 

埋 設 管 有 効 長 
ネジ切鋼管 ：0.45ｍ 

塩 ビ 管 ：0.40ｍ（オプション0.50ｍ） 

推 進 

押 力 135kN 

引 力 80kN 

ストローク 295＋255＝550 ㎜ 

作 動 圧 力 17.5MPa 

回 転 
最高トルク 5.2kN・ｍ [※8.1kN･ｍ] 

作 動 圧 力 17.5MPa 

到  達  立  坑 ０号マンホール以上 

質      量 390kg 

[  ]オプション機 UB-90SS 

 

１－１３ 油圧ユニット仕様 

形   式 ＵＢ－7.5Ｐ（ＵＢ90Ｓ用） ＵＢ－11Ｐ（ＵＢ90ＳＳ用） 

電 動 機 7.5kW×4P×200／220V 11kW×4P×200／220V 

寸法（長×幅×高）㎜ 970×520×930 1150×650×900 

質 量 450kg 550kg 

適 用 発 動 発 電 機 25kVA 以上 35kVA 以上 
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90Ｓ・ＳＳうりん坊工法 

さや管(鋼管)推進工 

１－１４ うりん坊工法配置人員 

工法の種類 世話役 特殊作業員 普通作業員 計 

さや管および塩ビ管一工程方式 1 1 1 3 

塩 ビ 管 二 工 程 方 式 1 1 2 4 

 

 

１－１５ 工  程 

 うりん坊工法の１区間の標準工程（実日数）は下記のとおりである。 

                                        呼び径 

工 種 
100～350[400] 

準 備 工 
立坑掘削完了より推進開始まで 

（現場の準備・段取り・確認作業） 
1 日 

管 推 進 工 さや管及び塩ビ直押し推進 推進延長÷推進日進量 

跡 片 付 け 
掘削完了後より推進設備撤去 

付帯機器の撤去・器具清掃まで 
1 日 

[  ]オプション機 UB-90SS 
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エルエル削進工法 

さや管(鋼管)推進工 

２. エルエル削進工法積算基準 

 

  ２－１ エルエル削進工法積算概要 

1) 鋼製さや管推進方式、推進１工程工法。 

2) 開削溝（900 ㎜）から簡単施工。 

3) 小型・軽量の上、高性能・高トルク 16.8kN･m。 

 

  ２－２ 積 算 条 件 

   2－2－1 さや管推進 

1) 本積算エルエル削進工法は鋼管（接続はネジ式）を推進する場合に適用する。 

2) 発進立坑は開削幅 900 ㎜（仮設材の内寸）長さ 1,200 ㎜（UB－90LL 機械長 805 ㎜）以上で呼び径

200～500A 管長 

は「有効長 0.45ｍ」を標準とする。 

3) 取付管の推進延長は P9 参照、本管の場合は 7ｍまで(土質による)。 

4) 発進立坑は開削溝（900 ㎜）を基本とするが、円形立坑の場合はφ1,200 ㎜以上。 

  （機械設置にあたり地盤の支持力度があること、ない場合は捨コンクリートなどの打設が必要） 

5) 施工箇所が 1 スパンのみで 5ｍ未満の場合は、1-5 日進量は適用外とする。 

  （例：延長３ｍの場合は日進量 3ｍ、2ｍの場合は 2ｍとする） 

6) 機械及び機器損料は建設機械等損料算定表を参考に算出。 

7) １日の機械運転時間は 6.7 時間を標準とし昼間作業（8.0 時間）とする。 

8) 金額の単位は円とする。 

9) 本積算資料には、消費税は含まない。 

 

  ２－３ 土質の種類 

2－3－1 施工可能土質 

 エルエル削進工法では、鋼管の先頭にメタルクラウン（超硬質チップ及びコンポジット付）により地

盤を推進するため、施工可能土質は下記の表により種別する。 

 

土    質 範      囲 

粘性土・砂質土（Ａ） ０＜Ｎ≦10 礫含有率５％未満 

粘性土・砂質土（Ｂ） 10＜Ｎ≦20 礫含有率 10％未満 

砂 質 土（Ｃ） 20＜Ｎ≦40 礫含有率 10％未満 

礫 質 土（Ｄ） 礫含有率 30％未満 粗石含む 管内径の 1/2 未満 

礫 質 土（Ｅ） 礫含有率 50％未満 粗石含む 管内径の 1/2 未満 

礫 ・ 砂 質 土（Ｆ） 礫含有率 65％未満 粗石含む 管内径の 1/2 未満 

注 上記以外の土質で障害物も可能。 

1. 障害物とは、9 頁 2-5②の表を参照下さい。 

2. 粗石含有率は 10％未満とする。 

3. 粗石などの一軸圧縮強度 30MN／㎡未満。 
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エルエル削進工法 

さや管(鋼管)推進工 

   2－3－2 透水係数による施工の可否 

Ｋ＝１×10-3㎝／sec 以下でなお且つ自立する地盤。 

  １×10-3㎝／sec 以上の場合補助工法より施工出来うる地盤。 

 

１×10-3以上 １×10-3以下（１×10-4・１×10-5・１×10-6） 

補助工法施工により可 施 工 可 

 

   2－3－3 土質分類（粒径区分と名称） 

 

粘 土 シルト 砂 礫 
粗 石 

（玉石） 

巨 石 

（転石） 
岩 盤 

（日本統一土質分類） 

 

  ２－４ 施工手順（開削溝の場合） 

1) 計画線のマーキングを行なう。（前後２箇所） 

2) 推進設備工 

 ドライブ Assy にセンター合わせ治具を挿入し計画線マーキングに合わせ、ＵＢ-90ＬＬ本体を発進

坑内へ降ろし、レベルジャッキにより高さを計画線のマーキングに合わせ機械を固定する。 

3) 鋼管セット 

 ＵＢ-90ＬＬ本体に鋼管アダプタと鋼管を取り付する。 

4) 鋼管推進 

 鋼管を正回転させ推進します。また排土のために管内に注水をおこなう。 

5) 後続鋼管接続および推進 

 先行鋼管が押し切りになりましたら、鋼管アダプタに後続鋼管を取付け先行鋼管とネジ接続し、計

画延長まで繰り返し推進します。また排土のために管内に注水し、満水状態にて施工する。 

6) 鋼管到達 

 先行鋼管が到達坑に到達した時点で推進を停止。 

7) 推進機械撤去工 

 ＵＢ-90ＬＬ本体を撤去し、坑内、管内を清掃し施工は完了。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5μｍ 75μｍ 2.0 ㎜ 75 ㎜ 300 ㎜ 2,000 ㎜ 
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さや管(鋼管)推進工 

２－５ 日 進 量（さや管推進の場合） 

 日進量（推進延長６ｍ未満）は下記表を適用します。 

ＵＢ-90ＬＬ                         単位：ｍ （１日当り） 

土   質 
管 長 0.45ｍ 

200Ａ 250Ａ 300Ａ 350Ａ 400Ａ 450Ａ 500Ａ 

粘性土・砂質土（Ａ） 7.4 7.2 7.0 4.7 4.5 4.3 4.1 

粘性土・砂質土（Ｂ） 6.7 6.4 6.2 4.2 4.1 3.9 3.7 

砂 質 土（Ｃ） 5.0 4.7 4.3 3.8 3.6 3.4 3.2 

礫 質 土（Ｄ） 3.9 3.6 3.3 2.6 2.3 2.2 2.0 

礫 質 土（Ｅ） 2.5 2.1 1.7 1.4 1.4 1.3 1.1 

礫 ・ 砂 質 土（Ｆ） 1.5 1.3 1.0 0.8 0.7 0.6 0.5 

注 推進延長６ｍ以上の場合は上記日進量に 0.85 を乗じて補正する。 
 

①土質が互層の場合は次式より日進量を算出する。 

 

日進量 ＝ 

 

 

Ａ、Ｂ、Ｃ …… 各土質の割合 

ａ、ｂ、ｃ …… 各土質の日進量 

②木杭、ＰＣ杭、鋼矢板、ライナープレートなど障害物がある場合は日進量に下表の数値を乗じて 

補正する。 

 

 １箇所 ２箇所 

イ 0.85 0.80 

ロ 0.80 0.75 

ハ 0.75 0.70 

ニ 0.70 0.65 

ホ 0.65 0.60 

上記以外については協会にお問い合わせ下さい。 

 

  ２－６ 土質・口径別による最大推進延長 

ＵＢ-90ＬＬ                              単位：ｍ 

土   質 
管 長 0.45ｍ 

200Ａ 250Ａ 300Ａ 350Ａ 400Ａ 450Ａ 500Ａ 

粘性土・砂質土（Ａ） 13 13 12 11 10 9 8 

粘性土・砂質土（Ｂ） 13 13 11 10 9 8 7 

砂 質 土（Ｃ） 12 11 10 9 8 7 6 

礫 質 土（Ｄ） 11 10 8 8 8 6 5 

礫 質 土（Ｅ） 9 9 8 8 7 6 5 

礫 ・ 砂 質 土（Ｆ） 8 8 7 6 6 5 4 

      注 障害物 1箇所の場合は延長に 0.75 を乗じて補正する（2 箇所以上の場合は協会に 

お問い合わせ下さい。） 

イ）木杭、ＰＣ100mm 迄、ライナー 

プレート、軽量鋼矢板 

ロ）木杭、PC 杭は 200mm 迄、鋼矢板Ⅱ型 

ハ）ＰＣ杭は 300mm 迄 

ニ）コンクリート 500mm 未満 

ホ）コンクリート 1000mm 未満 

１ 

Ａ   Ｂ   Ｃ 
＋   ＋    

ａ   ｂ   ｃ 
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さや管(鋼管)推進工 

２－７ 主用使用機材 

1) ＵＢ－90ＬＬ削進機 ：さや管推進・塩ビ管直押推進 

2) 発動発電機（45kVA 以上） ：推進機、ポンプ等の運転用 

3) クレーン装置付きトラック４t 車（2.9t 吊） ：機械類運搬及び設置用 

4) グラウドポンプ（４kW） ：中込材注入用 

5) グラウトミキサ（６kW） ：中込材注入用 

6) 水 槽（１ｍ3） ：排土及び管内洗浄用 

7) 排水ポンプ（φ50×1.5kW） ：発進坑内の排水用 

8) 高圧洗浄用ポンプ（5.5kW） ：排土及び管内洗浄用 

 

  ２－８ さや管数量の計算 

1 スパン推進延長Ｌ(m)当りの本数(a) 

ネジ切鋼管 1本の管長＝0.45ｍ 

※：a＝Ｌ／0.45（整数本） 

但し小数点第 1 位の数字が６以上の場合と０の場合は整数本＋１本 

計算例 4.5ｍ／0.45ｍ＝10.00＝10＋１＝11 本とする。 

4.6ｍ／0.45ｍ＝10.22＝11 本とする。 

4.8ｍ／0.45ｍ＝10.66＝11＋１＝12 本とする。 

 

  ２－９ 挿入中込管（塩ビ管）によるさや管径の決定 

 さや管径 ① 取付管の場合 塩ビ管（VU）呼び径＋100 ㎜（土質及び 5m 以上の場合は＋150 ㎜以上） 

      ② 本管の場合  塩ビ管（VU）呼び径＋150 ㎜以上 最大延長は７ｍまで 

※推進用鋼管 1 本当りの施工精度を 3mm としスペーサーの取付可能寸法 20mm を考慮すること 

 計算例（施工精度による最大推進延長） 

    呼び径＋100mm の場合 …… 最大推進延長＝(100/2-20)/3×0.45＝4.5m 

呼び径＋150mm の場合 …… 最大推進延長＝(150/2-20)/3×0.45＝8.25m 

呼び径＋200mm の場合 …… 最大推進延長＝(200/2-20)/3×0.45＝12.00m 

 

  ２－１０ 工法選定基準 

1) さや管の場合、発進基地が開削溝の場合は取付管を標準とする。 

2) さや管で、本管に使用の発進基地は矩形1200以上を標準とし、最大延長７ｍまで(土質による) 

 

  ２－１１ メタルクラウンの土質による選定と損料の関係 

種   類 土  質 損料の形態 形  状 摘  要 

メタルクラウンＵ （Ａ） 損料表 参考資料参照 P 参－2 

メタルクラウンＵＨ （Ｂ・Ｃ） 損料表 参考資料参照 〃 

メタルクラウンＵＳ （Ｄ・Ｅ） 損料表 参考資料参照 〃 

メタルクラウンＵＳＨ （Ｆ） 損料表 参考資料参照 〃 

 



－11－ 

エルエル削進工法 

さや管(鋼管)推進工 

２－１２ 推進機仕様 

形   式 ＵＢ－９０ＬＬ 

最小発進立坑 
矩 形 さや管（900 ㎜×1200 ㎜以上） 

円 形 さや管（内 径 1200 ㎜以上） 

施 工 管 種 ・ 管 径 ネジ切鋼管（溶接鋼管） MAX 500A 

埋 設 管 有 効 長 鋼管：0.45ｍ 

推 進 

押 力 132.3kN 

引 力 78.4kN 

ス ト ロ ー ク 295＋255＝550 ㎜ 

作 動 圧 力 17.5MPa 

回 転 
最 高 ト ル ク 16.8kN・ｍ 

作 動 圧 力 17.5MPa 

到  達  立  坑 ０号マンホール以上 

質      量 500kg 

 

 

２－１３ 油圧ユニット仕様 

形   式 ＵＢ－22Ｐ 

電 動 機 22kW×4P×200／220V 

寸法（長×幅×高）㎜ 1400×900×1366 

質 量 1300kg 

適 用 発 動 発 電 機 45KVA 以上 

 

 

２－１４ 削進工法配置人員 

工法の種類 世話役 特殊作業員 普通作業員 計 

さ や 管 １ １ １ ３ 

 

 

２－１５ 工  程 

 エルエル削進工法の１区間の標準工程（実日数）は下記のとおりである。 

                                        呼び径 

工 種 
200～500 

準 備 工 
立坑掘削完了より推進開始まで 

（現場の準備・段取り・確認作業） 
１日 

管 推 進 工 さや管及び塩ビ直押し推進 推進延長÷推進日進量 

跡 片 付 け 
掘削完了後より推進設備撤去 

付帯機器の撤去・器具清掃まで 
１日 
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さや管(鋼管)推進工 

３. 施工歩掛（90Ｓ・90ＳＳ・90ＬＬ共通） 

  ３－１ さや管（鋼管）推進工歩掛 

 

 Ａ－１ 直接工事費                    さや管径     ㎜ 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

管 材 料 費  式 １   Ｂ－１ 

鋼 管 推 進 工  式 １   Ｂ－２ 

推 進 設 備 工  式 １   Ｂ－３ 

管 布 設 工  式 １   Ｂ－４ 

計       

 

 Ｂ－１ 管材料費 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

鋼 管  本 ａ    

硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管 φ 本 ｂ    

塩 ビ 管 用 継 手 材 φ 個 ｃ    

中 込 ス ペ ー サ  個 ｄ    

計       

注 １. ａ＝Ｌ/0.45（鋼管）＝整数本 Ｌ：推進延長 Ｐ－4の１－８参照 
  ２. ｂ＝Ｌ/塩ビ管長＝整数本 
  ３. ｃ（継手材）及びｄ（中込スペーサ）の数量は塩ビ管の数量（ｂ－1）とする。 

 

 Ｂ－２ 鋼管推進工 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

鋼 管 推 進 工  ｍ    Ｃ－２－１’ 
推 進 機 損 料 ユニット含 ｍ    Ｃ－２－２ 

器 具 損 料 Ⅰ  ｍ    Ｃ－２－３ 

※ （ 器 具 損 料 Ⅱ ）  ｍ    必要により計上 

水 注 入 お よ び 排 水 工  ｍ    Ｃ－２－５ 

発 生 土 処 理  式    Ｃ－２－６ 

管 内 清 掃 工  箇所    Ｃ－２－７ 

計       

※：① 器具損料Ⅱは粘性土で粘着力が強く尚且つ延長が６ｍ以上の場合必要に応じて計上する。（Ｃ－２－４） 
 
 Ｂ－３ 推進設備工 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

推 進 設 備 設 置 撤 去 工  箇所    Ｃ－３－１ 

鏡 切 り 工  箇所    Ｃ－３－２ 

坑 口 工  箇所    Ｃ－３－３ 

マ ン ホ ー ル 到 達 工  箇所    Ｃ－３－４ 

計       

 

 Ｂ－４ 管布設工 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

硬質塩化ビニル管挿入工  ｍ    Ｃ－４－１ 

中 込 注 入 工  ｍ    Ｃ－４－２ 

注入装置据付・撤去工  箇所    Ｃ－４－３ 

計       
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Ｃ－２－１ 鋼管推進工      （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 1    

特 殊 作 業 員  人 1    

普 通 作 業 員  人 1    

クレーン装置付トラック運転費 2.9t 吊 日 1   Ｃ－２－１－１ 

発 動 発 電 機 運 転 費  日 1   Ｃ－２－１－２･３ 

諸 雑 費  式 1   労務費×５％ 

計      １日当り 

ｍ当り      計÷日進量 

 

Ｃ－２－１－１ クレーン装置付トラック運転費 4t 車 2.9t 吊（132kW） （1 日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

軽 油  ℓ 6.6   0.050×kW 

油 脂 類  式 1   軽油代価×20％ 

特 殊 運 転 手  人 0.17    

クレーン装置付トラック損料 2.9t 吊 時間 1    

計      １時間当り 

１日当り      計×5.8 

 

Ｃ－２－１－２ 発動発電機運転費 90Ｓ用 25kVA（23kW） （1 日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

軽 油  ℓ  26   0.170×kW×6.7 

油 脂 類  式  1   軽油代価×20％ 

発 動 発 電 機 損 料 25kVA 日  1    

諸 雑 費  式  1    

計       

 

Ｃ－２－１－３ 発動発電機運転 90ＬＬ用 45kVA（42kW） （１日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

軽 油  ℓ 48   0.170×kW×6.7 

油 脂 類  式 1   軽油代価×20％ 

発 動 発 電 機 損 料 45kVA 日 1    

諸 雑 費  式 1   損料×30％ 

計       

 

Ｃ－２－２ 推進機損料 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

う り ん 坊 削 進 機 損 料  日  1    

計      １日当り 

１ｍ当り      計÷日進量 

 

Ｃ－２－３ 器具損料Ⅰ （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

鋼 管 ア ダ プ タ  個  1    

メ タ ル ク ラ ウ ン  個  1    

油 圧 ホ ー ス  式  1    

計       

 ※ メタルクラウンはピットミニ工法と組合せの場合は全損とする。 
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さや管(鋼管)推進工 

Ｃ－２－４ 器具損料Ⅱ（必要に応じて計上） （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

排 土 オ ー ガ  組  1    

ジ ョ イ ン ト ロ ッ ド  個  ａ    

計       

注 1. ａ＝Ｌ/0.40＝（整数箇）    Ｌ（ｍ）：推進延長 
2. 器具損料Ⅱは粘性土で粘着力が強く尚且つ延長が 6ｍ以上の場合必要に応じて計上する。 

 

Ｃ－２－５ 水注入および排水工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

高 圧 洗 浄 ポ ン プ 5.5kW 日  1    

水 槽 損 料 3ｍ3 日  1    

排 水 ポ ン プ 損 料  日  1   φ50×1.5kW 

発 動 発 電 機 運 転 費 25kVA 日  1   Ｃ－２－１－２ 

諸 雑 費  式  1   損料×30％ 

計      1 当り 

１ｍ当り      計÷日進量 

 

Ｃ－２－６ 発生土処理 （1 式） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

仮 置 き 運 搬 工  式 1   Ｄ－１ 

発 生 土 処 分 工  式 1   Ｄ－２ 

計       

 注 1. 仮置き運搬工とは、工事現場から仮置き場までの運搬であり、強力吸引車の使用を標準とする。 
   2. 発生土処分工とは、仮置き場から処分地までの運搬であり、ダンプトラックの使用を標準とする。 

 

Ｃ－２－７ 管内清掃工 （1 箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 0.5    

普 通 作 業 員  人 0.5    

高 圧 洗 浄 ポ ン プ 損 料 5.5kW 日 0.5    

水 槽 損 料 1ｍ3 日 0.5    

計       

 

Ｃ－３－１ 推進設備設置撤去工 （1 箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人    表－１ 

特 殊 作 業 員  人    表－１ 

普 通 作 業 員  人    表－１ 

クレーン装置付トラック運転費 2.9t 吊 日    Ｃ－２－１－１ 

計       

 

 表－１ 発進立坑の種類 

発 進 坑 世話役（人） 特殊作業員（人） 普通作業員（人） クレーン装置付トラック運転（日） 

開 削 溝 1 1 1 1.0 

立 坑 1.5 1.5 1.5 1.5 
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Ｃ－３－２ 鏡切り工 （１箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

鏡 切 り 工  ｍ    C-3-3-2 表-2 

計       

 

 表－２ 鏡切り工                                  （単位：ｍ） 

呼 び 径 200Ａ 250Ａ 300Ａ 350Ａ 400Ａ 450Ａ 500Ａ 

軽 量 鋼 矢 板 1.0 1.5 1.8 2.0 2.3 2.6 2.8 

 

Ｃ－３－３ 坑口工 （１箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

止 水 器  組 1    

鋼 材 溶 接 工  ｍ    Ｃ-3-3-1 表-3 

鋼 材 切 断 工  ｍ    Ｃ-3-3-2 表-3 

普 通 作 業 員  人    表-3 

クレーン装置付トラック運転 2.9ｔ吊 日    Ｃ-2-1-1 表-3 

計       

 

 表－３ 坑口工歩掛 

種   目 単位 
呼び径 

200Ａ 250Ａ 300Ａ 350Ａ 400Ａ 450Ａ 500Ａ 

鋼 材 溶 接 工 ｍ 1.6 1.9 2.1 2.4 2.6 2.9 3.1 

鋼 材 切 断 工 ｍ 3.2 3.8 4.2 4.8 5.2 5.8 6.2 

普 通 作 業 員 日 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 

クレーン装置付トラック運転費 日 0.4 0.45 0.5 0.55 0.6 0.65 0.7 

 

Ｃ－３－３－１ 鋼材溶接工 （１ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 0.010    

溶 接 工  人 0.076    

普 通 作 業 員  人 0.021    

発 動 発 電 機 運 転 45kVA 日 0.076    

溶 接 棒  kg 0.400    

溶 接 機 損 料 250Ａ 日 0.076    

諸 雑 費  式 １    

計       

 

Ｃ－３－３－２ 鋼材切断工 （１ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

酸 素  ｍ3 0.163    

ア セ チ レ ン  kg 0.028    

世 話 役  人 0.007    

普 通 作 業 員  人 0.020    

溶 接 工  人 0.053    

諸 雑 費  式 １    

計       
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さや管(鋼管)推進工 

Ｃ－３－４ マンホール到達坑口工 （1 箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 0.5    

は つ り 工  人 0.5    

普 通 作 業 員  人 0.5    

コ ン プ レ ッ サ ー 損 料  日 0.5    

計       

 

Ｃ－４－１ 硬質塩化ビニル管挿入工 （１ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人    表－４ 表－５ 

特 殊 作 業 員  人    表－４ 表－５ 

普 通 作 業 員  人    表－４ 表－５ 

機 器 具 損 料  式    労務費×5％ 

計       

 

  表－４ 塩ビ管挿入工歩掛 

種   目 数   量 

世 話 役 1/管挿入工日進量 

特 殊 作 業 員 〃 

普 通 作 業 員 〃 

 

表－５ 硬質塩化ビニル管挿入工日進量  （ｍ/日） 

硬質塩化ビニル管 
1本当りの管体長 

呼  び  径 

100 125 150 200 250 300 

塩ビ管長 2.0ｍ （円形 2500） 13 10 9 

塩ビ管長 1.3ｍ （円形 1800～2000） 9 8 7 

塩ビ管長 1.0ｍ （矩形 1200） 7 6 5 

塩ビ管長 0.8ｍ （開削溝） 6 5 4 

 

Ｃ－４－２ 中込注入工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

中 込 注 入 工  ｍ3    Ｃ-4-2-1 表-6 

計       

 

表－６ 中込注入量  単位ｍ3                                                                         （1ｍ当り） 

    さや管径 

 

 200A 
内径 

φ199.9mm 

250A 
内径 

φ254.2mm 

300A 
内径 

φ302.7mm 

350A 
内径 

φ339.8mm 

400A 
内径 

φ390.6mm 

450A 
内径 

φ441.4mm 

500A 
内径 

φ492.2mm 

塩ビ管径 断面積 0.031 0.051 0.072 0.091 0.120 0.153 0.190 

φ100 外径φ114mm 0.010 0.021 0.041 0.062 0.081 0.110 0.143 0.180 

φ125 外径φ140mm 0.015 0.016 0.036 0.057 0.076 0.105 0.138 0.175 

φ150 外径φ165mm 0.021  0.030 0.051 0.070 0.099 0.132 0.169 

φ200 外径φ216mm 0.037  0.014 0.035 0.054 0.083 0.116 0.153 

φ250 外径φ267mm 0.056   0.016 0.035 0.064 0.097 0.134 

φ300 外径φ318mm 0.079    0.012 0.041 0.074 0.111 

φ350 外径φ370mm 0.108     0.012 0.046 0.082 

φ400 外径φ420mm 0.139      0.014 0.051 
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さや管(鋼管)推進工 

ご参考 表－７ 中込材配合例（1ｍ3当り） 

 セメント 砂 起泡剤 水 エアー量 

エアーモルタル 340 ㎏ 680 ㎏ 3.4kg 224 ㎏ 40％ 

エアーペースト 435 ㎏ ― 3.1kg 258 ㎏ 60％ 

 

Ｃ－４－２－１ 中込注入工歩掛表 （1 ㎥当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

中 込 注 入 材  ｍ3 1    

グ ラ ウ ト ポ ン プ 損 料 4kW 日 0.5    

グ ラ ウ ト ミ キ サ 損 料 6kW 日 0.5    

発 動 発 電 機 運 転 費 25kVA 日 0.5   Ｃ－２－１－２ 

世 話 役  人 0.5    

特 殊 作 業 員  人 0.5    

普 通 作 業 員  人 0.5    

諸 雑 費 ホース類 式 1   損料×30％ 

計       

 

Ｃ－４－３ 中込注入装置据付・撤去工 （1 箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 0.38    

特 殊 作 業 員  人 0.38    

普 通 作 業 員  人 0.38    

クレーン装置付トラック運転費 2.9t 吊 時間 1.60   Ｃ－２－１－１ 

計       

 

Ｄ－１ 仮置き運搬工 （1 式） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

強 力 吸 引 車 運 転 費 
強力吸引車○t 積 

運搬距離 ○km 
日    Ｄ－１－１ 

計       

  注 強力吸引車の運転日数は、(推進日数＋スクリュコンベヤ類撤去日数)とし、1 以上の整数とする。 
 

Ｄ－１－１ 強力吸引車運転費（143kW） （1 日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

特 殊 運 転 手  人 0.16    

燃 料 費  ℓ 7.0    

機 械 損 料 4ｔ車 ｈ 1.0    

諸 雑 費  式 1    

計      1ｈ当り 

１ 日 当 り      計×6.7ｈ 

  注 運転手(特殊)労務歩掛 

    機械運転１時間当り労務歩掛りは、次式による。 

            1    1 
        歩掛＝   ＝   ＝0.16(人/ｈ) 
             Ｔ   6.2 

             年間標準運転時間(600) 
Ｔ：運転日当り運転時間＝           ＝6.7(ｈ/日) 
             年間標準運転日数(90) 

 

 

（1ｍ3当り） 

セ メ ン ト 500kg 

ベントナイト 100kg 

清  水 0.8ｍ3 
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さや管(鋼管)推進工 

Ｄ－２ 発生土処分工 （1 式） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

ダンプトラック運転工  ｍ3    Ｄ－２－１ 

捨 場 処 分 費  ｍ3     

計       

 

Ｄ－２－１ ダンプトラック運転工 （1 ㎥当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

軽 油  ℓ    表－7、8 

油 脂 類  式 1.0   軽油代価×20％ 

一 般 運 転 手  人    表－7、8 

ダ ン プ ト ラ ッ ク 損 料  日 1.0   Ｄ－２－１－１ 

タ イ ヤ 損 耗 費  式 1.0    

諸 雑 費  式 1.0    

計       

1 ㎥当り      計÷1日当り運搬土量 

  注 1. 標準としては、2t・4ｔダンプトラックの借り上げ方式とする。 
       なおこれにより難しい場合は、積み上げ方式とすることが出来る。 
    2. 軽油、一般運転手の数量は運転時間に応じて計上する。 
 
 表－７ ダンプトラックの車種と積載量 

車 種 4ｔ車 2t 車 

砂 ・ 土 砂 2.2 1.1 

礫  質  土 2.0 1.0 

 
 表－８ ダンプトラックの車種と運転手および軽油数量（1 時間当り） 

車 種 4ｔ車（135kW） 2t 車（88kW） 

運 転 手 (人) 0.17 0.17 

軽   油 ( ｌ ) 6.8 4.4 

 
 表－９ ダンプトラックの借り上げ基準 

種別 
1 日当り掘削土量 

4ｔ車 2t 車 

回 数 運転時間 回 数 運転時間 

1.1  ｍ3/日以下 ― ― 1 2 

1.1～2.2ｍ3/日 1 2 2 4 

2.2  ｍ3/日以上 2 4 3 6 

 

Ｄ－２－１－１ ダンプトラック損料 （1 日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

ダ ン プ ト ラ ッ ク ○○t 車 日 1 ａ   

ダ ン プ ト ラ ッ ク ○○t 車 時間 Ｈ ｂ   

計       

  注 ａ 供用 1 日当り損料 
    ｂ 運転 1 時間当り損料 
    Ｈ ダンプトラック 1 日当り運転時間（時間） 
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３－２ 一工程方式 推進用塩ビ管推進工歩掛 （開削溝発進用） 

 

Ａ－１ 直接工事費（取付管で 5ｍ未満に適用）  

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

塩 ビ 管 材 料 費      Ｂ－１ 

硬 質 塩 ビ 管 推 進 工  ｍ    Ｂ－２ 

推 進 設 備 設 置 撤 去 工  箇所    Ｂ－３ 

管 内 清 掃 工  箇所    Ｂ－４ 

計       

 

Ｂ－１ 塩化ビニル管材料費  

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

推進用硬質塩化ビニル管 φ×0.40m 本 ａ    

接 合 材  kg ｂ    

計       

注 1. ａ＝Ｌ/0.40＝整数本 但し小数点一位が 6以上の場合は 1 本加算する。Ｌ(m)：推進延長 
2. ｂ＝ａ×表－1 による 

 
表－１ 接合材等 1 箇所当たり使用量 （単位：ｇ/箇所） 

管  種 
呼び径 

スパイラル直管 
接 合 材 

150 60 

200 80 

 

Ｂ－２ 硬質塩ビ管推進工 （１ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 1    

特 殊 作 業 員  人 1    

普 通 作 業 員  人 1    

発 動 発 電 機 運 転 費  日 1   Ｃ－２－１ 

う り ん 坊 損 料 ユニット含 日 1    

器 具 損 料  日 1   Ｃ－２－２ 

水 注 入 お よ び 排 水 工  日 1   Ｃ－２－３ 

計      1 日当り 

1ｍ当り      計÷日進量 

 

表－２ 日進量（推進用塩ビ管推進）                         （ｍ/日当り） 

                          呼 び 径 
土質の種類 

管体長 0.4ｍ 管体長 0.5ｍ 

150 200 150 200 

Ａ 粘性土 （１≦Ｎ≦15） 礫含有率 5％未満 4.4 4.1   

Ｂ 粘性土 （15≦Ｎ≦20） 礫含有率 5％未満 4.1 3.8   

Ｃ 砂質土 （１≦Ｎ≦20） 礫含有率 5％未満 4.4 4.1   

Ｄ 砂質土 （20≦Ｎ≦30） 礫含有率10％未満 3.9 3.7   

 

Ｂ－３ 推進設備設置撤去工 （1箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 1.0    

特 殊 作 業 員  人 1.0    

普 通 作 業 員  人 1.0    

クレーン装置付トラック運転費 2.9t 吊 日 1.0   Ｃ－３－１ 

計       
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Ｂ－４ 管内清掃工 （1箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 0.5    

普 通 作 業 員  人 0.5    

高 圧 洗 浄 ポ ン プ 損 料 5.5kW 日 0.5    

水 槽 損 料 1ｍ3 日 0.5    

計       

 

Ｃ－２－１ 発動発電機運転費 25kVA（23kW） （1日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

軽 油  ｌ 26   0.170×kW×ｈ 

油 脂 類  式 1   軽油代価×20％ 

発 動 発 電 機 損 料  日 1    

諸 雑 費  式 1    

計       

 

Ｃ－２－２ 器具損料 （1日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

Ｖ Ｐ ア ダ プ タ  個 1    

Ｖ Ｐ 掘 削 ヘ ッ ド  個 1    

オ ー ガ φ○○×0.4ｍ 本 ａ    

油 圧 ホ ー ス  式 1    

計       

1 日当り      計×日進量 

 

  注 ａ＝オーガ本数  Ｌ(m)：推進延長     （整数本）＋１＝ａ 

 

Ｃ－２－３ 水注入および排水工 （1日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

高 圧 洗 浄 ポ ン プ 損 料 5.5kW 日 1    

水 槽 損 料 3ｍ3 日 1    

排 水 ポ ン プ 損 料  日 1   φ50×1.5kW 

発 動 発 電 機 運 転 費 25kVA 日 1   Ｃ－２－１ 

諸 雑 費  式 1   損料×30％ 

計       

 

Ｃ－３－１ クレーン装置付トラック運転費 2.9t 吊（132kW） （1日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

軽 油  ℓ 6.6   0.05×kW 

油 脂 類  式 1   軽油代×20％ 

特 殊 運 転 手  人 0.17    

クレーン装置付トラック損料 2.9t 吊 時間 １    

計      １時間当り 

1 日当り      計×5.8 

注 運転手(特殊)労務歩掛 Ｐ－24 Ｃ－4－1－1参照 

 

Ｌ 
 

0.40 
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３－３ 二工程用塩ビ管推進工 

 

直接工事費（塩ビ管ニ工程）  

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

塩 ビ 管 材 料 費  式    Ｂ－１ 

パ イ ロ ッ ト 管 推 進 工  ｍ    Ｂ－２ 

硬 質 塩 ビ 管 推 進 工  ｍ    Ｂ－３ 

推 進 設 備 設 置 撤 去 工  箇所    Ｂ－４ 

発 生 土 処 理  箇所    Ｂ－５ 

管 内 清 掃 工  箇所    Ｂ－６ 

計       

 

Ｂ－１ 塩化ビニル管材料費  

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

推進用硬質塩化ビニル管 φ×0.40m 本 ａ    

接 合 材  Kg ｂ    

計       

注 1. ａ＝Ｌ/0.40＝整数本 但し小数点一位が 6以上の場合は１本加算する。Ｌ(m)：推進延長 
   2. ｂ＝ａ×表－1による 

 

表－１ 接合材等１箇所当たり使用量 （単位：ｇ/箇所） 

管  種 
呼び径 

スパイラル直管 
接 合 材 

150 60 

200 80 

 

Ｂ－２ パイロット管推進工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 1    

特 殊 作 業 員  人 1    

普 通 作 業 員  人 2    

発 動 発 電 機 運 転 費  日 1   Ｃ－２－１ 

う り ん 坊 損 料 ユニット含 日 1    

器 具 損 料  日 1   Ｃ－２－２ 

計      1 日当り 

1ｍ当り      計÷日進量 

 

表－２ パイロット管推進日進量               （ｍ/日） 

                 管長 
土質の種類 0.4ｍ 

砂質・粘性土 （1≦Ｎ≦30） 礫含有率5％未満 15ｍ 

 

※ 作業坑について 

  1. 発進立坑はライナープレートφ1500、鋼製ケーシングφ1500 以上、矩形 1300×1200 以上必要とする。 

2. 到達立坑は 1 号マンホール（φ900）以上とする。 
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Ｂ－３ 硬質塩ビ管推進工 （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 1    

特 殊 作 業 員  人 1    

普 通 作 業 員  人 2    

発 動 発 電 機 運 転 費  日 1   Ｃ－２－１ 

う り ん 坊 損 料 ユニット含 日 1    

器 具 損 料  日 1   Ｃ－３－１ 

水 注 入 お よ び 排 水 工  日 1   Ｃ－３－２ 

計      1 日当り 

1ｍ当り      計÷日進量 

 

表－３ 日進量（推進用塩ビ管推進）                           （ｍ/日） 

呼び径 
土質の種類 

管体長 0.4ｍ 管体長 0.5ｍ 

150 200 150 200 

Ａ 粘性土 （１≦Ｎ≦15） 礫含有率 5％未満 6.4 6.1   

Ｂ 粘性土 （15≦Ｎ≦20） 礫含有率 5％未満 6.1 5.8   

Ｃ 砂質土 （１≦Ｎ≦20） 礫含有率 5％未満 6.4 6.1   

Ｄ 砂質土 （20≦Ｎ≦30） 礫含有率10％未満 5.9 5.7   

 

Ｂ－４ 推進設備設置撤去工                                 （1 式当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

推 進 設 備 設 置 撤 去 工  箇所    Ｃ－４－１ 

鏡 切 り 工  箇所    Ｃ－４－２ 

坑 口 工  箇所    Ｃ－４－３ 

マ ン ホ ー ル 到 達 工  箇所    Ｃ－４－４ 

オ ー ガ 類 撤 去 工  ｍ    Ｃ－４－５ 

計       

  注 鏡切り工・坑口工・人孔到達工 必要により計上。 

 

Ｂ－５ 発生土処理 （1式） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

仮 置 き 運 搬 工  式 1   Ｃ－５－１ 

発 生 土 処 分 工  式 1   Ｐ－18 Ｄ－２参照 

計       

  注 1. 仮置き運搬工とは、工事現場から仮置き場までの運搬であり、強力吸引車の使用を標準とする。 

    2. 発生土処分工とは、仮置き場から処分地までの運搬であり、ダンプトラックの使用を標準とする。 

 

Ｂ－６ 管内清掃工 （1箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 0.5    

普 通 作 業 員  人 0.5    

高 圧 洗 浄 ポ ン プ 損 料 5.5kW 日 0.5    

水 槽 損 料 3ｍ3 日 0.5    

計       
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Ｃ－２－１ 発動発電機運転費 25kVA（23kW） （1日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

軽 油  ｌ 26   0.170×kW×ｈ 

油 脂 類  式 1   軽油代価×20％ 

発 動 発 電 機 損 料  日 1    

諸 雑 費  式 1   損料×30％ 

計       

 

Ｃ－２－２ 器具損料 （1日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

パ イ ロ ッ ト ヘ ッ ド  個 1    

パ イ ロ ッ ト 管 φ60×0.4ｍ 本 ａ    

パ イ ロ ッ ト ア ダ プ タ  個 1    

計       

1 日当り      計×日進量 

 

注 ａ＝パイロット管本数・Ｌ(m)：推進延長     （整数本）＋1＝ａ 

 

Ｃ－３－１ 器具損料 （1日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

Ｖ Ｐ ア ダ プ タ  個 1    

Ｖ Ｐ 掘 削 ヘ ッ ド φ○○ 個 1    

オ ー ガ φ○○×0.4ｍ 本 ａ    

油 圧 ホ ー ス  式 1    

計       

１日当り      計×日進量 

 
  注 ａ＝オーガ本数・Ｌ(m)：推進延長    （整数本）＋1＝ａ 

 

Ｃ－３－２ 水注入および排水工 （1日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

高 圧 洗 浄 ポ ン プ 損 料 5.5kW 日 1    

水 槽 損 料 3ｍ3 日 1    

排 水 ポ ン プ 損 料  日 1   φ50×1.5kW 

発 動 発 電 機 運 転 費 25kVA 日 1   Ｃ－２－１ 

諸 雑 費  式 1   損料×30％ 

計       

 

Ｃ－４－１ 推進設備設置撤去工 （1箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 2.0    

特 殊 作 業 員  人 2.0    

普 通 作 業 員  人 4.0    

クレーン装置付トラック運転費 2.9t 吊 日 2.0   Ｃ－４－１－１ 

計       

 

 

 

 

   Ｌ 
 
  0.4 

Ｌ 
 
0.4 
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Ｃ－４－１－１ クレーン装置付トラック運転費 2.9t 吊（132kW） （1日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

軽 油  ℓ 6.6   0.05×kW 

油 脂 類  式 1   軽油代×20％ 

特 殊 運 転 手  人 0.17    

クレーン装置付トラック損料  時間 1    

計      1 時間当り 

1 日当り      計×5.8 

  注 運転手(特殊)労務歩掛 

    機械運転１時間当り労務歩掛りは、次式による。 
            1    1  
        歩掛＝   ＝   ＝0.17(人/ｈ) 
            Ｔ   5.8 

             年間標準運転時間(810) 
Ｔ：運転日当り運転時間＝            ＝5.8(ｈ/日) 

             年間標準運転日数(140) 

Ｃ－４－２ 鏡切り工  （1 箇所当り） 
種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

鏡 切 り 工  ｍ    C-4-3-2 表－４ 

計       

 
 表－４ 鏡切り延長 

呼 び 径 150Ａ 200Ａ 

 延  長(ｍ) 0.8 1.0 

 

Ｃ－４－３ 坑口工  （1 箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

止 水 器  組     

鋼 材 溶 接 工  ｍ    C-4-3-1 表－5 

鋼 材 切 断 工  ｍ    C-4-3-2 表－5 

普 通 作 業 員  人    表－５ 

クレーン装置付トラック運転費 2.9t 吊 日    C-4-1-1 表－5 

計       

 
表－５ 坑口工歩掛 

種   目 単位 
呼び径 

150 200 

鋼 材 溶 接 工 ｍ 1.3 1.6 

鋼 材 切 断 工 ｍ 2.6 3.2 

普 通 作 業 員 人 0.2 0.3 

クレーン装置付トラック運転費 日 0.35 0.4 

 

Ｃ－４－３－１ 鋼材溶接工   （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 0.010    

溶 接 工  人 0.076    

普 通 作 業 員  人 0.021    

発 動 発 電 機 運 転 費 25kVA 日 0.076    

溶 接 棒  Kg 0.400    

溶 接 機 損 料 250Ａ 日 0.076    

諸 雑 費  式 1    

計       
 



－25－ 

うりん坊工法 

ニ工程方式塩ビ管推進 

 
Ｃ－４－３－２ 鋼材切断工   （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

酸 素  ｍ3 0.163    

ア セ チ レ ン  kg 0.028    

世 話 役  人 0.007    

普 通 作 業 員  人 0.020    

溶 接 工  人 0.053    

諸 雑 費  式 １    

計       

 

Ｃ－４－４ マンホール到達坑口工  （1 箇所当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 0.5    

は つ り 工  人 0.5    

普 通 作 業 員  人 0.5    

コ ン プ レ ッ サ ー 損 料  日 0.5    

計       

 

Ｃ－４－５ オーガ類撤去工  （1ｍ当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人    表－６・表－７ 

特 殊 作 業 員  人    表－６・表－７ 

普 通 作 業 員  人    表－６・表－７ 

計       

 

Ｃ－５－１ 仮置き運搬工   （1 日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

強 力 吸 引 車 運 転 費  日    Ｃ－５－１－１ 

計       

注 強力吸引車の運転日数は（推進日数＋オーガ類撤去日数 0.3 日）とする。 

 

Ｃ－５－１－１ 強力吸引車運転費   （1 日当り） 

種   目 形状寸法 単位 数 量 単 価 金  額 摘  要 

特 殊 運 転 手  人 0.15    

燃 料 費  ℓ 7.0    

機 械 損 料  ｈ 1.0    

諸 雑 費  式 1    

計      1ｈ当り 

１日当り      計×6.7ｈ 

 

表－６ オーガ類撤去工歩掛                 表－７ オーガ類撤去工日進量 （ｍ/日） 

種  目 数  量 

 

呼 び 径 150 200 

世 話 役 1/オーガ類撤去工日進量 日進量 (ｍ) 20 18 

特 殊 作 業 員 1/オーガ類撤去工日進量 
 

普 通 作 業 員 1/オーガ類撤去工日進量×2 
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４．ピットミニ工法積算基準 
 

 ピットミニ工法は取付管を宅地内に下水用排水管を設置する時、ピットミニ機（ｍＰ500 又は 700）

を使用し、土留め用の圧入管（硬質塩化ビニル管－ＶＵ円筒管）を地中に圧入し、その土留された硬

質塩化ビニル管内を高圧ジェットポンプにて土をほぐし強力吸引車（バキューム車または相当品）で

排土し規定の深さまで下げ、公共ますや小型マンホールまたは、うりん坊工法さや管推進の到達立坑

として構築する工法で、無振動・低騒音で地球にやさしい工法です。 

 

 特 徴 

1） 超小型のため設置面積（0.87ｍ×0.79ｍ≒0.7 ㎡）が極小。（ｍＰ500） 

2） どこでも運搬・搬入が可能。（作業員で） 

3） 機械構造がシンプルで、メンテナンスが簡単。 

4） 塀・垣根・宅地内・屋内・高低差のある宅地等、人力でないと施工できない場所。 

5） 掘削による地山の崩壊の恐れはありません。 

 

(1) 施工器具構成 

1） ピットミニ機 ： 圧入管（硬質塩化ビニル管ＶＵ）圧入用 

2） カウンターウェイト ： ミニピット機の反力用 

3） 高圧ジェットポンプ ： 圧入管内部の発生土処理用 

4） 特殊ノズル ： 圧入管内部の発生土処理用 

5） 水槽 ： 圧入管内部の発生土処理用 

6） 強力吸引車 ： 圧入管内部の発生土処理用 

7） クレーン装置付トラック ： ミニピット機などの設置撤去用 

8） 発動発電機 ： ミニピット機などの動力源用 

 

(2) 工 種 

  1）機械設置撤去工 

    ピットミニ機、公共ます設置に伴うピット構築に必要な設備の設置・撤去作業 

  2）圧入工 

土留め材圧入 及 内部の発生土排土等の一連作業 

  3）中込注入設備工 

    グラウトポンプ・グラウトミキサー等の設置・撤去作業 

    推進（うりん坊工法）併用の場合は不要 

  4）公共ます設置接続工 

    公共ます設置と取付管の接続 

  5）中込注入工 

    中込注入管の取付作業 及 土留材と硬質塩化ビニル管の空隙を充填するための 

    注入材の混合・注入作業 

  6）圧入管撤去工 

圧入された管を撤去する作業 

  7）薬液注入工 

    取付管接合部に湧水がある場合と、滞水地盤での施工時に適用 
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(3) 土質の種類 

土  質 範     囲 

粘性土・砂質土（Ａ） 00＜Ｎ≦20 礫含有率 5％未満 

砂 質 土（Ｂ） 20＜Ｎ≦30 礫含有率 10％未満 

礫 質 土（Ｃ） 30＜Ｎ≦40 礫含有率 20％未満 礫・粗石等管内径の 1/5 未満 

礫 質 土（Ｄ） 40＜Ｎ≦50 礫含有率 30％未満 礫・粗石等管内径の 1/5 未満 

 

(4) 人員配置 

世 話 役 特殊作業員 普通作業員 計 

1 1 1 3 

 

(5) 施工方法 

1） ピットミニ機位置出し 

2） 埋設物調査 

3） ピットミニ機搬入・設置 

4） 土留め材（硬質塩化ビニル管）圧入 

5） 土留め材（硬質塩化ビニル管）内部の土砂排土 

6） ピットミニ機撤去 

7） 中込注入設置・注入作業 

8） 公共ます設置・管接続 

9） 底盤コンクリート打設（うりん坊工法塩ビ管推進の到達立坑の場合に適用） 

 

( 6 )  圧 入 長 

 土留め材圧入長                               単位：ｍ／日 

土  質 Ｎ 値 
圧入管径 ｍｍ 

500 600 700 800 

粘性土・砂質土（Ａ） 00＜Ｎ≦20 3.2 2.8 1.9 1.9 

砂 質 土（Ｂ） 20＜Ｎ≦30 2.8 2.5 1.6 1.5 

礫 質 土（Ｃ） 30≦Ｎ≦40 2.5 2.2 1.4 1.3 

礫 質 土（Ｄ） 40＜Ｎ≦50 2.0 1.8 1.1 1.1 

 ※７００はオプション 

(7) 工 程 

 ピットミニ工法の１区間の標準工程（実日数）は下記の通り 

圧入管呼び径 
工種                                (mm) 

500～800 

準 備 工 現場の準備・段取り・確認作業等 1 日 

圧 入 工 土留め材圧入 及 内部の排土等 圧入延長÷圧入長 

跡片付け 
圧入完了後より圧入設備撤去 

付帯機器の撤去・器具清掃まで 
1 日 
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(8) 圧入管・公共ますと深さの関係 

呼び径 

公共ます 200 公共ます 300 ＊小型マンホール 

深さ（ｍ） 深さ（ｍ） 深さ（ｍ） 

1 2 3 4 1 2 3 1 2 3 

500 ○ ○ ○ △ ― ― ― ― ― ― 

600 ― ― ― ― ○ ○ △ ― ― ― 

700､800､900 ― ― ― ― ○ ○ △ ○ ○ △ 

注  ○ → 適  △ → 土質条件により可   注 2）＊起点用とします 

 

(9) 圧入管の種類 

 9‐1．硬質塩化ビニル管ＶＵ 

呼び径 

（mm） 

管 長（mm） 

1450 950 450 

500 先頭管・中間管 先頭管・中間管・最終管 中間管・最終管 

600 ― 先頭管・中間管・最終管 中間管・最終管 

 

 9‐2．鋼製さや管（ＳＴＫ４００） 

呼び径 

（mm） 

管 長（mm） 

1500 1000 500 

700､800､900 先頭管・中間管・最終管 先頭管・中間管・最終管 先頭管・中間管・最終管 

 

 9‐3．ボイド（シームレスチューブ）円形（紙製） 

  各管径とも調整ボイド管長は標準としては 0.5ｍ以下で条件により最長は 1ｍ程度まで可能。 

単位は cm で調整する。 

  また、上部隙間は 50mm 前後で調整。 

 

(10) 圧入管長さ選定計算例 

  ※：圧入深の決定 

    圧入深は、ます深（人孔深）＋３５０とする。 

  計算例① 

   条件：公共ます 200・圧入管呼び径 500・圧入深 1500 の場合 

   圧入深 1500＝刃口 75＋先頭管 950＋調整ボイド 470＋上部隙間 5 

  計算例② 

   条件：公共ます 200・圧入管呼び径 500・圧入深 3000 の場合 

   圧入深 3000＝刃口 75＋先頭管 1450＋最終管 950＋調整ボイド 500＋上部隙間 25 

  計算例③ 

   条件：小型マンホール 300・圧入管呼び径 700・圧入深 1500 の場合 

   圧入深 1500＝刃口 75＋先頭管 450＋最終管 450＋調整ボイド 500＋上部隙間 25 
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５．施工歩掛 

 

Ａ：極小立坑工（呼び径      ・圧入深    ｍ） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

塩 ビ 管 圧 入 工  式    Ａ－１ 

計       

 

Ａ－１ 塩ビ管圧入工   呼び径 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

材 料 費  式    Ｂ－１ 

仮 設 塩 ビ 管 損 料  回     

圧 入 工  ｍ    Ｂ－２ 

圧 入 機 械 等 設 備 工  式    Ｂ－３ 

発 生 土 処 理 工  日    Ｂ－４ 

公共ます設置・接続工  式    Ｂ－５ 

中 込 注 入 工  ｍ3    Ｂ－６・表－４ 

圧 入 管 撤 去 工  箇所    ※Ｂ－７  

薬 液 注 入 工  箇所    ※Ｂ－８ 

底 盤 工  箇所    ※Ｂ－９ 

計       

注 1. 圧入管撤去工は必要時計上、又計上時は仮設塩ビ管損料 1箇所に付き 2 回計上のこと。 

2. 薬液注入工は必要時計上。 

3. 鋼製さや管方式推進の到達立坑の場合に適用。 

 

Ｂ－１ 材料費                                   （1 式当り） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

公 共 ま す  個     

先 頭 管 ( 塩 ビ 管 ) φ 本    刃口共 

中 間 管 ( 塩 ビ 管 ) φ 本     

最 終 管 ( 塩 ビ 管 ) φ 本     

立 上 が り 管 φ ｍ ａ    

ふ た  個     

調 整 ボ イ ド  ｍ     

計       

注 1. 立上がり管 ａ＝圧入深さ（ｍ）－0.55m（小数点第 2 位切り捨て）。 

   2. 圧入管撤去工計上の時は調整ボイドは不要。 

 

Ｂ－２ 圧入工                                   （1ｍ当り） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 1    

特 殊 作 業 員  人 1    

普 通 作 業 員  人 1    

クレーン装置付トラック運転費 4t 車 2.9t 吊 時間 5.3   Ｃ－２－１ 

圧 入 機 損 料  日 1    

発 動 発 電 機 損 料  日 1    

機 械 器 具 損 料  日 1   Ｃ－２－２ 

計       

１ｍ当り      計÷圧入長 

注 圧入長は 表－1 参照 
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表－１ 圧入管圧入長                                  （ｍ/日） 

土  質 Ｎ 値 
圧入管径ｍｍ 

500 600 700 800 

粘性土・砂質土(Ａ)  0＜Ｎ≦20 3.2 2.8 1.9  

砂質土    (Ｂ) 20＜Ｎ≦30 2.8 2.5 1.6  

礫 質 土(Ｃ) 30≦Ｎ≦40 2.5 2.2 1.4  

礫 質 土(Ｄ) 40＜Ｎ≦50 2.0 1.8 1.1  

 

 

Ｂ－３ 圧入機等設備工                               （1 箇所当り） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

圧 入機設置 ・撤去工  式    Ｃ－３－１ 

中 込 注 入 設 備 工            式    Ｃ－３－２ 

養 生 工  式     

計       

※ Ｃ－３－２は、推進（うりん坊工法）併用の場合は計上しない 

 

Ｂ－４ 発生土処理工                              （1 日当り） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

強 力 吸 引 車 4t 車 日 1    

計       

 ※ 1 日で完了しない時は追加計上のこと 

 

Ｂ－５ 公共ます設置・接続工（呼び径      ｍｍ）              （1 箇所当り） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 0.4    

特 殊 作 業 員  人 0.4    

普 通 作 業 員  人 0.4    

計       

 

Ｂ－６ 中込注入工                                 （1ｍ3当り） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 0.5    

特 殊 作 業 員  人 0.5    

普 通 作 業 員  人 0.5    

中 込 材  ｍ3 1    

発 動 発 電 機 損 料  日 0.5    

グラウトポンプ損料            日 0.5    

グラウトミキサ損料            日 0.5    

諸 雑 費  式 1   損料×30% 

計       

 

Ｂ－７ 圧入管撤去工（必要時に計上）                       （1 箇所当り） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

圧 入 管 引 上 げ 工            ｍ    Ｃ－７－１･表－２ 

圧入機設置・撤去工            箇所    Ｃ－３－１ 

計       
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表－２ 圧入管引上げ長                                               （ｍ/日） 

土  質 Ｎ 値 
圧入管径ｍｍ 

500 600 700 800 

粘性土・砂質土(Ａ)  0＜Ｎ≦20     

砂 質 土(Ｂ) 20＜Ｎ≦30     

礫 質 土(Ｃ) 30≦Ｎ≦40     

礫 質 土(Ｄ) 40＜Ｎ≦50     

 

 

Ｂ－８ 薬液注入工（必要時に計上）                        （1 箇所当り） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 0.5    

特 殊 作 業 員  人 0.5    

普 通 作 業 員  人 0.5    

クレーン装置付トラック運転費 4t 車 2.9t 吊 時間 4   Ｃ－２－１ 

発 動 発 電 機 損 料  日 0.5    

薬 液 材  ㎏     

薬液注入設備機器損料  式 1    

薬 液 注 入 設 備 工  式 1   Ｃ－８－１ 

計       

 

Ｂ－９ 底盤工（必要時に計上）                          （1 箇所当り） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

底盤コンクリート打設工  ｍ3    表－5 

計       

 

Ｃ－２－１ クレーン装置付トラック運転費  132kW（4t 車 2.9t 吊）        （1 時間当り） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

特 殊 運 転 手  人 0.17    

軽 油  ℓ 6.6   0.050/kWh×132 

クレーン装置付トラック損料 4t 車 2.9t 吊 時間 1    

諸 経 費  式 1    

計       

 

Ｃ－２－２ 機械器具損料                             （1 日当たり） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

高 圧ジェッ トポンプ  日 1    

特 殊 ノ ズ ル  日 1    

水 槽 0.5ｍ3 日 1    

計       

 

Ｃ－３－１ 圧入機設置・撤去工                                                  （1 箇所当り） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人    表－３ 

特 殊 作 業 員  人    表－３ 

普 通 作 業 員  人    表－３ 

クレーン装置付トラック運転費 4t 車 2.9t 吊 時間    表－３・Ｃ－２－１

計       
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表－３ 圧入機設置・撤去工 

設 置 箇 所  世 話 役 特殊作業員 普通作業員 クレーン付トラック 

屋外の場合（人） 0.4 0.4 0.4 2.5 時間 

屋内の場合（人） 0.6 0.6 0.6 4.8 時間 

特殊の場合（人） 1.0 1.0 1.0 5.8 時間 

 注 1. 屋外（クレーン装置付トラックによる設置） 

   2. 屋内（仮置場より 5ｍ未満の人力による小運搬） 

   3. 特殊（仮置場より 30ｍ未満の人力による小運搬） 

 

Ｃ－３－２ 中込注入設備工                                                      （1 箇所当り） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 0.2    

特 殊 作 業 員  人 0.2    

普 通 作 業 員  人 0.2    

クレーン装置付トラック運転費 4t 車 2.9t 吊 時間 1.5    

計       

 ※ 推進（うりん坊工法）併用の場合は計上しない 

 

Ｃ－７－１ 圧入管引上げ工                                                        （1ｍ当り） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 1    

特 殊 作 業 員  人 1    

普 通 作 業 員  人 1    

クレーン装置付トラック運転費 4t 車 2.9t 吊 時間 5.3   Ｃ－２－１ 

圧 入 機 損 料             1    

発 動 発 電 機 損 料             1    

機 械 器 具 損 料             1   Ｃ－２－２ 

計       

1ｍ当り      計÷引上げ長 

 

Ｃ－８－１ 薬液注入設備工                                                      （1 箇所当り） 

種 目 形状寸法 単位 数量 単 価 金  額 摘  要 

世 話 役  人 0.2    

特 殊 作 業 員  人 0.2    

普 通 作 業 員  人 0.2    

クレーン装置付トラック運転費 4t 車 2.9t 吊 時間 1.5    

計       

 

表－４ 中込注入量          単位：ｍ3（1 箇所当り） 

土留め材径 

ます径(mm) 
500 mm 600 mm 700 mm 

φ150×200 0.132 0.201 0.283 

φ200×300 ― 0.181 0.262 

 

表－５ 底盤コンクリート使用量 

呼び径（ｍｍ） 700 

コンクリート使用量（ｍ3） 0.056 
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・障害物の場合は推進延長の補整率は土質によって異なる。 
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400 406.4 390.6 7.9 
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３－９ 推進用硬質塩化ビニル管 施工ツールス図 
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３－１０ 推進工法用硬質塩化ビニル管 
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 令和   年   月   日 

 

うりん坊・エルエル削進工法御見積依頼書（さや管） 
 

団体名･会社名  

担 当 者  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

見積希望日時 月    日   AM PM 連 絡 方 法 ＦＡＸ ： 郵 送 ： E-mail 

E-mailアドレス  

【郵送先住所】〒 

 
 
ＰＩＴ＆ＤＲＭ協会 御中（FAX：０４５－９３４－２９２１・E-mail: kyokai@pit-drm.com） 

 

※ 御見積書御希望の方は、空欄に必要事項をご記入及び○印を付けてＦＡＸ又は E-mail でご送信下さい。 

宛 名  

工 事 件 名  

工 事 場 所  

推 進 工 法 鋼 製 さ や 管 推 進（ボーリング方式） 

使 用 機 械 ＵＢ－９０Ｓ (150～350) ＵＢ－９０ＳＳ (200～400) ＵＢ－９０ＬＬ  (200～500) 

推 進 管 径 150 ： 200 ： 250 ： 300 ： 350 ： 400 ： 450  ： 500 

中込管径(VU 管) １００：１２５：１５０：２００ その他（                   ） 

発 進 立 坑 開削溝 90 ㎝ ： 立坑φ1200 ： 立坑φ1500 ： 立坑φ2000 ： その他（          ） 

到 達 立 坑 開削溝 ： 立坑（    ） ： マンホール（    号） ： その他（        ） 

坑口工止水器 発進立坑  有・無    ：    到達立坑  有・無 

鏡 切 り 工 発進立坑  有・無    ：    到達立坑  有・無 

メタルクラウン Ｕ  ：  ＵＨ  ：  ＵＳ  ：  ＵＳＨ 

土 質 
該当する(A)～(F)
の番号に○印を付
けて下さい。 

(Ａ) 粘性土・砂質土 ０＜Ｎ≦10 礫含有率５％未満 

(Ｂ) 粘性土・砂質土 10＜Ｎ≦20 礫含有率 10％未満 

(Ｃ) 砂   質   土 20＜Ｎ≦40 礫含有率 10％未満 

(Ｄ) 礫  質  土 礫含有率 30％未満 粗石含む 管内径 1/2 未満 

(Ｅ) 礫  質  土 礫含有率 50％未満 粗石含む 管内径 1/2 未満 

(Ｆ) 礫 ・ 砂 質 土 礫含有率 65％未満 粗石含む 管内径 1/2 未満 

特記 障害物の有無 

労 務 単 価 

都 道 府 県 名 

(     ) 

公共工事設計労務単価 

(基準額)に準拠したも 

のは、都道府県名のみ 

記入■■☐☐☐☐☐☐ 

世 話 役  特 殊 運 転 手  

特 殊 作 業 員  （ 溶 接 工 ）  

普 通 作 業 員    

作 業 時 間 帯 昼  間  ：  夜  間  ：  そ の 他（       ） 

推 進 延 長 

（ｍ） 

１  ６  11  16  

２  ７  12  17  

３  ８  13  18  

４  ９  14  19  

５  10  15  20  

推 進 延 長 合計推進延長             ｍ    （合計スパン数：       ） 

 



令和   年   月   日 

 

うりん坊工法御見積依頼書（塩ビ管） 
 

団体名･会社名  

担 当 者  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

見積希望日時 月    日   AM PM 連 絡 方 法 ＦＡＸ ： 郵 送 ： E-mail 

E-mailアドレス  

【郵送先住所】〒 

 
ＰＩＴ＆ＤＲＭ協会 御中（FAX：０４５－９３４－２９２１・E-mail: kyokai@pit-drm.com）） 

 

※ 御見積書御希望の方は、空欄に必要事項をご記入及び○印を付けてＦＡＸ又は E-mail でご送信下さい。 

宛 名  

工 事 件 名  

工 事 場 所  

推 進 工 法 ※2直押二工程方式  推 進 工 法 ※1直押一工程方式 

使 用 機 械 ＵＢ－９０Ｓ 使 用 機 械 ＵＢ－９０Ｓ 

推 進 管 径 １５０ ／ ２００ 推 進 管 径 １５０ ／ ２００ 

発 進 立 坑 ライナーφ1500・矩形 1300×1200 発 進 立 坑 開削溝 90ｃｍ 

到 達 立 坑 立坑(    )：マンホール(  号)：その他  

坑口工止水器 発進立坑 有・無 ： 到達立坑 有・無 

鏡 切 り 工 発進立坑 有・無 ： 到達立坑 有・無 

土 質 
該当する(A)～(D)
の番号に○印を付
け て 下 さ い 。 

(Ａ) 粘性土 （１≦Ｎ≦15） 礫含有率５％未満 

(Ｂ) 粘性土 （15≦Ｎ≦20） 礫含有率５％未満 

(Ｃ) 砂質土 （１≦Ｎ≦20） 礫含有率５％未満 

(Ｄ) 砂質土 （20≦Ｎ≦30） 礫含有率 10％未満 

労 務 単 価 

都 道 府 県 名 

(     ) 

公共工事設計労務単価 

(基準額)に準拠したも 

のは、都道府県名のみ 

記入■■■■■■■■ 

世 話 役  普 通作業員  

特 殊作業員  特 殊運転手  

作 業 時 間 帯 昼  間  ：  夜  間  ：  そ の 他 

推 進 延 長 

（ｍ） 

１  ６  11  16  

２  ７  12  17  

３  ８  13  18  

４  ９  14  19  

５  10  15  20  

推 進 延 長 合計推進延長             ｍ    （合計スパン数：       ） 

備考 

※1は取付管で延長 5ｍ未満に適用 

※2は取付管及び本管の場合に適用 



令和   年   月   日 

 

ピットミニ工法御見積依頼書 
 

団体名･会社名  

担 当 者  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

見積希望日時 月    日   AM PM 連 絡 方 法 ＦＡＸ ： 郵 送 ： E-mail 

E-mailアドレス  

【郵送先住所】〒 

 
 
ＰＩＴ＆ＤＲＭ協会 御中（FAX：０４５－９３４－２９２１・E-mail: kyokai@pit-drm.com） 

 

※ 御見積書御希望の方は、空欄に必要事項をご記入及び○印を付けてＦＡＸ又は E-mail でご送信下さい。 

宛 名  

工 事 件 名  

工 事 場 所  

★ 使 用 機 械 ｍＰ５００（ＶＵ500） ｍＰ700(800) ＶＵ600  鋼管 700､800､900 

★ますサイズ 100-200 125-200 150-200 その他 150-300 200-300（起点用） その他 

ます設置接続工 あり       なし 

※1 中込注入設備工 あり       なし 

★ 土 質 
該当する(A)～(D)
の番号に○印を付
け て 下 さ い 。 

(Ａ) 粘性土・砂質土（ 0＜Ｎ≦20） 礫含有率 05％未満 

(Ｂ) 粘性土・砂質土（20＜Ｎ≦30） 礫含有率 10％未満 

(Ｃ) 礫  質  土（30＜Ｎ≦40） 礫含有率 20％未満 

(Ｄ) 礫  質  土（40＜Ｎ≦50） 礫含有率 30％未満 

労 務 単 価 

都 道 府 県 名 

(     ) 

公共工事設計労務単価 

(基準額)に準拠したも 

のは、都道府県名のみ 

記入 

世 話 役  普 通作業員  

特 殊作業員  特 殊運転手  

作 業 時 間 帯 昼間   夜間 ★圧入機設置条件 屋外  屋内  特殊 

圧 入 管 

(先頭･中間･最終) 

☆ご指定のある場合 

 １４５０Ｌ ９５０Ｌ ４５０Ｌ ボイド使用数量 

φ500 （本） （本） （本） （ｍ） 

φ600 （本） （本） （本） （ｍ） 

φ700､ φ800 1500L（  本） 1000L（  本） 500L（  本） （ｍ） 

備 考  

★ます深（ｍ） 

※2 

・ ・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ ・ ・ 

・ ・ ・ ・ ・ 

※1 ★の付いている行項目には、必ずご記入下さい。 

※1 上記にます設置接続する場合に適用するが、さや管推進併用の場合は計上しない。 

※2 圧入深は、ます深＋0.35ｍとする。 
 

 





事務局
　　〒224-0053　横浜市都筑区池辺町3920番地
　　　　　　　　　　　　　　　長野油機株式会社内
　　E-mail：kyokai@pit-drm.com
　　TEL 045-934-2101   FAX 045-934-2921
大阪支部
　　E-mail：ngn-osaka@nagano-yuki.co.jp
　　TEL 06-7639-0056   FAX 06-7639-0057

2605UB150
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